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について検討した.放射線治療は 1回 2Gy,週 5回法で
小骨盤 40Gy後に適宜,縮小し総線量 60～62Gy,化学療
法はシスプラチン (40mg/m?/週,3-4回)が 3例,カルボ
プラチンが 1例 (AUC＝1/週, 5回) であった. 全例で
CCRT前に,経尿道的膀胱腫瘍切除術が施行されていた.
各例の観察期間は 33, 30, 5, 3ヶ月であった.【結 果】
局所再発はなく,全例で膀胱機能は温存されていた.早
期有害事象として Grade 3以上の非血液毒性はなく,ま
















線量率腔内照射は CTを用いて, 子宮の辺縁に 1回 5～
6Gyで 4回照射した.【結 果】 経過観察期間の中央
値は 54.5ヶ月 (17～79ヶ月) であった. 他病死 1例を除
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症例は 51歳女性で右AB領域乳癌にて 2007年 8月右
乳房部分切除＋腋窩郭清施行.組織は非浸潤性乳管癌,
病理学的進行度は pTisN0M0であった.術後右乳房に接









改善が,5日後には CRPが正常化した.しかし 2009年 1
月に左下葉に浸潤影が出現し再入院となった.
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【目 的】 前立腺癌ヨウ素 125シード永久挿入療法を施
行し 2年以上経過した症例について検討した.【方
法】 2005年 4月―2006年 12月に 39例施行した.年齢
は 54-78歳,臨床病期は T1c 21例,2a 12例,2b 7例,PSA
は 3.3-14.4,Gleason scoreは 6が 32例,7 (3＋4)が 3例
であった.術前ホルモン療法は 14例に施行した.処方線
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